
仮申請・受講申込書類作成

受講料支払

書類準備

本申請（書類郵送）

受講票送付

仮申請・新規申込みで取得したログインＵＲＬより、申請に必要
な項目を入力します。

本申請で必要な書類は以下の通りです。
①受講申込書：本人印、受講料払込証明書の写し、顔写真貼付が
必要です。（カラー、縦３ｃｍ×横２．４ｃｍ 無背景）但し、
仮申請で写真データを添付した場合、写真貼付は不要です。
②実務経験証明書：実務経験を証明する者の代表印並びに本人の
自署と捺印が必要です。
③写真票：撮影日の記入、顔写真が必要です。仮申請で写真
データを添付した場合、写真貼付は不要です。
④保有資格証明書の写し
１級土木施工管理技士、２級土木施工管理技士（薬液注入）、
２級土木施工管理技士（土木）、ジェットグラウト技士の
いずれかひとつ、申込書の資格欄でチェックした資格の証明が
必要です。
⑤職長教育修了証の写し（再教育修了証でも可）
労働安全衛生法第６０条の規定による証明書。
⑥住民票（抄本）原本（写し不可）

指定口座に振込みます。
※提出書類には受講料払込証明書の写しが必要です。

折らずに角２封筒に入れ、（一社）日本グラウト協会まで、配達の

記録が残る方法（簡易書留など）で郵送して下さい。

書類審査後、受講票を勤務先宛に送付します。受講日の１週間前
までに受講票が届かない場合、 （一社）日本グラウト協会までご連絡
ください。

登録グラウト基幹技能者講習会受講申込みの流れ

受講申込みに必要な申請書類を作成する「仮申請」と、作成された申請書類に署名・捺印後、
各証明書類とともに郵送する「本申請」を行うことで正式な受講申込みとなります。
証明書等には準備に時間を要するものもありますので、余裕をもってお手続き下さい。

仮申請・新規申込み
仮申請・受講申込書作成に必要なログインＵＲＬ、パスワードを
取得して下さい。取得の案内は入力したメールアドレスに届きま
す。

仮申請完了と申込書印刷

１．入力終了後、仮申請を確定します。
※入力の最後に仮申請確定ボタンで確定を行わないと仮申請は
無効になりますのでご注意ください。

２．受講申込書類を印刷します。
※書類準備欄の①②③の書類がＰＤＦ形式で作成されます。



確定入力確認工事実績保有資格勤務先受講申込者情報

申込書類のサンプル

①仮申請（受講申込書作成）画面より申込みに必要な内容（受講申込者情報／勤務先／
保有資格／実務経験証明となる工事実績）を入力します。

②最後に仮申請を確定すると本申請に必要な書類がＰＤＦ形式で表示されますので、確認の
上プリントして下さい。

※プリントした書類には、自署、押印、添付が必要な箇所があります。



令和ＸＸ年度登録グラウト基幹技能者認定講習 申込書

000-001

受付番号が印字されていること
を確認してください。受付番号
がないものは仮申請が完了さ
れていません。

記入日 令和XX年XX月XX日

一般社団法人 日本グラウト協会 御中



令和XX年度登録グラウト基幹技能者講習

令和XX年XX月XX日

証明者欄には勤務先の代表者等の署名・
押印が必要です。以前に勤めていた会社
の経験も含めて、現在の会社の証明で結
構です。

【実務経験の内容】

①実務経験に該当するか否か、次頁の補足説明を参照の
上、該当するもののみ入力して下さい。

②工事名は、事業主と元請間における正式工事名でなく所
属会社と元請間の契約工事名でも結構です。

③工事名で薬液注入等対象となる工事内容が不明の場合、
○○△△工事内の薬液注入工事という表記で内容が判別
できるように記載して下さい。



１）実務経験
グラウト工事に関する「実務経験」とは、以下の工事を施工に従事した経験をいいます。

①薬液注入工事：地盤を対象とする薬液注入工事
※コンクリート補修工事や防水工事など地盤以外の各種構造物に対する薬液注入工事は含みません。

②高圧噴射攪拌工事：地盤を対象とするジェットグラウト工事
※深層混合処理等の機械攪拌式(ジェット併用を含む)、各種ドレーン、コンパクション工事等は含みません。

③ボーリンググラウチング工事：ダム工事、トンネル工事や地下構造物工事における岩盤を対象としたボーリン
ググラウチング工事及び土堰堤・堤防等の軟弱地盤や空隙(トンネル背面への
注入を含む)を対象としたボーリンググラウチング工事

※地質調査やさく井等のボーリングのみの工事は含みません。

なお、施工に直接関わらない以下の経験は含みません。
・設計、計画、検討、見積、営業の経験
・研究所・学校・訓練所等における研究、教育及び指導等の経験
・事務系の仕事に関する経験

２）職長としての実務経験
現場の作業員を直接に指揮監督する立場であり、職長のほか、現場代理人、主任技術者、施工監督、工事主
任、作業主任等の職種の実務経験を含みます。

３）作業内容
｢現場代理人」「主任（管理）技術者」「現場監督」「現場施工」のいずれかを入力して下さい

４）実務経験年数の考え方
・実務経験の年数(期間)は、当該工事に従事した期間であり、工事の契約工期ではありません。
工期が重複する複数の工事を短期間で移動を繰り返す場合は、以下のとおり従事割合に応じて工事毎の
期間を算定してください。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

A現場

B現場

重複期間

A現場の実務経験期間

B現場の実務経験期間

工事現場間の兼務割合で期間を算定
それぞれの期間は重複させない

実務経験証明書の補足説明



令和XX年度 登録グラウト基幹技能者講習

0 0 0 - 0 0 1


